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研究成果の概要（和文）：順調に研究成果が生み出されつつある。米国在住のユダヤ系ロシア文

学者のデータベース化の作業はほぼ完成し、近々、ホームページなどで公開予定である。研究

期間中、米国、ロシア、ラトビアなどに出張し、資料収集に努めたが、貴重な資料を数多く発

見し、これらを取り込んだ研究論文を成果としてすでに単行本収録論文を四本、学会誌発表論

文を三本、発表しているが、さらに総括的な研究論文二本を現在、執筆中であり、平成２４年

度中にこれを完成し、刊行する予定である。学会発表も 10 件行い、国際学会で成果を報告し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：The outcome of the research activities is being accomplished as 

planned. The work on the digitalizing the data of Jewish literati in the United States is 

almost done and the database is scheduled to be published on my homepage and elsewhere 

soon. During the grant period I made several research trips to the States, Russia, Latvia 

and so on and managed to find quite a number of hitherto unknown, valuable new 

materials. Analyzing them, I have already published four articles in the collections of 

essays and two papers in the academic journals (peer-reviewed). Currently, I am finishing 

two more articles with a more comprehensive nature and they are to be completed and 

published in the current academic year. I have made ten presentations on the grant topic in 

the international conferences. 
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１．研究開始当初の背景 

科学研究費受領者は極東ロシア文学の研
究をここ数年にわたって行ってきたが、この
ことはロシア文学という国民文学的伝統の

中で、周縁にあった文学者たちの重要性を認
識させることになった。さらには、この「辺
境」の地に実はユダヤ人が多数、存在し、文
化的に重要な役割をしていたこと、それらの
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多くが革命後、および第二次大戦後、米国、
オーストラリア、南米諸国などへ亡命し、そ
のことによってディアスポラの問題を深化
させていたことを意識させた。こうした発見
が本研究の構想につながったのである。 

申請者もドイツ系ユダヤ人作家であるヨ
ーゼフ・ロートの作品を論じたことがある。
ロシア文学やユダヤ文学の枠外では、エドワ
ード・サイード、ホーミ・バーバ、ガヤトリ・
スピヴァク、クワメ・アパイアらが亡命文学、
越境、雑種性、異文化理解・交流などに関す
る、重要な理論的寄与をしてきたこのような
研究蓄積をさらに進化させて、とくに米国に
おけるユダヤ系ロシア人文学者（彼らは世界
のほかの地域に比べて顕著な活動を行って
いた）について明らかにしようというのがそ
もそもの問題意識であった。 

 
２．研究の目的 

本研究は、19 世紀末から現代にいたる、主に
米国在住のユダヤ系亡命ロシア人作家を可
能な限り総括的に取り上げ、その伝記的事実
を発掘し、検討し、またその作品に比較文学
やポストコロニアル文学理論などに基づく
分析を加えることによって、文化・言語の雑
種性・越境性というものが、極端にねじれた
状況においてどのように機能するのかを考
察することを目的とする。ロシア文学史では
必ずしも十分な注意を払われておらず、理論
的にも解明されてこなかった領域を補完す
るとともに、亡命・移民・ディアスポラ文学
および文化に関する一般理論の深化を図ろ
うというものである。 

本研究は、このユダヤ人文学の研究という
ものに、さらに「ロシア（あるいはひろくス
ラブ圏）」および「（米国）亡命（または移住）」
という、二つの分析軸を付け加えようという
試みである。ロシアを軸に加えるのは、一つ
には申請者の専門がロシア文学であり、在外
ロシア文学についての研究なども積み重ね
つつあるからであり、また、ロシアが米国以
前に最大のユダヤ人人口を抱えた国である
からだが、さらには、ロシア（文化）とユダ
ヤ（文化）の関係がかなり特殊なものだから
でもある。ロシア在住のユダヤ人は、ほかの
地域のユダヤ人と比べると、ロシア文化に融
合した度合いが高く、言語もロシア語中心で
イディッシュを話す者は少なかった。そのた
めに、イスラエル建国以後、同地に移住した
ロシア系ユダヤ人が、イスラエル国内で適応
問題を起していることはよく知られている。
同時にロシア国内では、ユダヤ人は――ポグ
ロムの存在を通じても分かるように――完
全に周縁化され、隔離されてもいる。ロシア
のユダヤ人にとってユダヤ性とは、異郷にあ
ってのネーティヴなものというのでもなく、
異質であり同時に同質的であるという、両義

的な何かなのである。こうしたユニークな問
題系として、ユダヤ系ロシア文学の研究とい
うテーマは構想された。 

このような二重性・両義性にさらに「（米国）
移住」という問題軸を導入することによって、
事態はさらに複雑化する。米国におけるユダ
ヤ人は、したがって、文化的・言語的・政治
的に、二重三重の意味で異郷にあると言うこ
とができるだろう。 

 「国民文学」の枠をこのように顕著に超え
る事象を取り扱うことによって、複雑性の中
に文学・言語・政治・文化の相互関係を捉え
なおそうというのが本研究の究極的目的で
ある。 

 

３．研究の方法 

研究遂行のための手段として、まず初めに、
ユダヤ系亡命ロシア人文学者のデータベー
スの作成をめざした。そのために「ユダヤ性」
に関する歴史的・文化的理論の反省を行った。 

データベース構築に際しては、作家の分類
も平行して行った。すなわち、自己のユダヤ
性を明確にし、文学的テーマとしても深く関
わり続けた、セミョーン・ユシュケーヴィッ
チ、ソロモン・ポリャコフ＝リトフツェフの
ような作家を第一のカテゴリー、はっきりと
ユダヤ人であったが作品にはそのことがあ
まり窺われなかったり、あるいはむしろコス
モポリタニズムに傾斜しようとしたグルー
プがボリス・パステルナークやヨシフ・ブロ
ツキーのような第二のカテゴリー、エラーギ
ンのようにユダヤ性を拒否あるいは隠蔽し
ていたグループが第三のカテゴリー、あるい
は、エラーギンはそのユダヤ人としてのアイ
デンティティが不明確な、第四のカテゴリー
に入ることが分かりその区別をデータ・ベー
スに反映させた。このような分類は、後に作
品を分析する際に役立った。こうして、対象
となる作家の経歴、出自、使用言語、筆名、
主な作品とその形態（詩作、フィクション、
批評など）、出版物、その所蔵先、交友関係、
受賞歴、関連アルヒーフなどを包摂した、総
合的データベースの構築を行った。創作形態
の違いは、文学者が越境するあり方に差異を
もたらす要因だと考えられるので、その意味
に留意した。さらに、そのリストをもとに、
作品のなるべく網羅的な収集を試みた。稀覯
書の類が多いので、ロシア、米国などの専門
図書館での閲覧・複写が必要になった。収集
された作品に基づき、具体的分析と理論的知
見の深化を目指した。そのため近年の亡命・
移民文学・文化理論の把握と再検討が要請さ
れたので、それを行った。ユダヤ性とユダヤ
教の教義は一致するという立場もあるので、
宗教学上の文献にも目を配り、分析に役立て
た。そして、作品分析を通じて「他者性」、「越
境」、「国民国家」、「民族言語」、「民族文化」



などに関する一般的理論の提示を図り、ひい
てはグローバリゼーション、コスモポリタリ
ズムのあるべき形態についても提言を試み
ようというものであった。 

 
４．研究成果 

米国在住のユダヤ系ロシア文学者のデー

タベース化の作業はほぼ完成し、近々、ホー

ムページなどで公開予定である。在外ロシア

文学についての研究は近年、ロシア国内でも

諸外国でも盛んにおこなわれているが、「ユ

ダヤ」という枠組みにおいてこれを特化し、

書誌化した研究はなく（それは、しばしばユ

ダヤ性というものが隠蔽されているからで

ある）、本研究課題の成果であるデータベー

スはこの意味で後続の研究にとって、大きな

意義をもつことが期待される。 

研究期間中、米国、ロシア、ラトビアなど

に出張し、資料収集に努めたが、貴重な資料

を数多く発見し、これらを取り込んだ研究論

文を成果としてすでに単行本収録論文を四

本、学会誌発表論文を三本、発表しているが、

さらに総括的な研究論文二本を現在、執筆中

であり、平成２４年度中にこれを完成し、刊

行する予定である。学会発表も 10 件行い、

国際学会で成果を報告した。 

これらの研究発表・刊行を通じて明らかに

したことであるが、本研究課題の研究を通じ

て、ユダヤ性は隠蔽されていたが、他言語に

よる執筆という歴史的状況のため、アイデン

ティティーの喪失は起らず、ナショナリズム

の克服がしばしば観察されたこと、言語の問

題はユダヤ人の自己アイデンティティーで

はなく、むしろ他者による表象により明らか

であったこと、したがってそれがコスモポリ

タニズムという両義的な表象に結びついて

いったこと、米国の英語帝国主義の状況の中

では、しかし、ある一定の、言語的コンフリ

クトがユダヤ系ロシア文学者の中に見られ

てことなどが、研究成果として明らかにされ

た。 

以上のような成果をもとにして、現在、そ

れをまとめた著書を執筆中であり、一、二年

の間に刊行することを目標にしている。 
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